
『
春
の
苗
を
植
え
よ
う
』 

 

冬
の
間
、
準
備
を
す
す
め
て
き
た
私
た
ち

に
と
っ
て
、
三
月
は
本
格
的
な
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
始
ま
り
で
す
。
花
が
一
度
咲
け
ば
寿
命

を
迎
え
る
一
年
草
か
ら
二
年
以
上
咲
き
続

け
る
花
へ
。
地
上
部
は
枯
れ
て
も
翌
年
以
後

も
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
る
ス
イ
セ
ン
の

よ
う
な
草
を
宿
根
草
、
地
上
部
も
枯
れ
ず
数

年
に
亘
っ
て
花
が
咲
く
多
年
草
。
今
年
は
少

し
目
先
を
変
え
て
宿
根
草
を
取
り
入
れ
る

の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
ト
リ
ト
マ
は
、

ト
ー
チ
リ
リ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
赤
系
の
花

が
初
夏
～
秋
に
、
ハ
マ
ギ
ク
の
純
白
の
花
は

秋
咲
き
で
す
。
い
ず
れ
も
日
照
が
条
件
で
す

が
、
ア
ナ
ベ
ル
と
い
う
ア
ジ
サ
イ
の
仲
間
は

日
な
た
か
ら
半
日
陰
ま
で
咲
く
扱
い
や
す

い
花
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

三
月
の
公
園
整
備
は
五
日
（
日
）
で
す
。

花
壇
の
整
備
や
施
肥
、
清
掃
な
ど
を
行

い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

三
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
八
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
六
日
（
日
）
で
す
。 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十

二
名
の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

 
 

 

まだまだ元気！ 

二
月
五
日
（
日
）
今
に
も
雨
が
降
り
出
し

そ
う
な
朝
で
し
た
が
、
子
供
達
も
含
め
二
十

三
人
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
瓢
箪
形
花
壇
の
土
の
流
れ
の
防
止

と
低
い
囲
い
を
作
る
た
め
、
ベ
ル
ト
を
埋
め

込
む
作
業
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
樹
木
周

り
の
花
壇
の
た
め
、
太
い
根
が
張
り
出
し
、

溝
堀
り
に
は
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
雨

が
降
り
始
め
た
こ
ろ
に
は
予
定
の
作
業
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
落
ち
葉
拾

い
や
、
道
具
を
使
っ
た
雑
草
取
り
を
体
験
し

た
子
供
達
も
ご
褒
美
の
お
菓
子
を
片
手
に

元
気
に
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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太い根が張り出し息を切らしての作業！ 

ハマギク！ トリトマ！ 

クリスマスローズの開花が始まり！ 雑草がなかなか抜けないね！ 


